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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者
発生・入院等の状況
（2022年8月19日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課



静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況

P2

（公表日ベース）《８月19日時点》



静岡県の第６波以降　これまでの全体像（1/1～8/19）
1～3月 オミクロンBA.1の波 4～6月 オミクロンBA.2の波 　　7月～BA.5の波

2月10日
第６波Max

３３３.７

2月10日
第６波Max
１２,１４７

6月22日
今年Min
１,５２０

6月22日
今年Min
４１.８

8月7日
Max

１１１１.１

8月7日
Max

４０,４４５
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8月3日
Max

７,３１２



静岡県の新型コロナ新規感染者数と簡易実効再生産数（1/10～8/19）

（人）（人）

国立感染症研究所の報告に基づき、簡易実効再生産数を直近7日間の新規感染者数/
（世代時間）日前7日間の新規感染者数とし、世代時間をオミクロン株で2日間として計算した
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実効再生産数は、6月23日以降１を超
え、7月30～31日以外は１以上であった
が、8月9日以降１を下回っていた。8月
18日より１を超えて、8月19日は１.１６。



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(1/1～8/19)

772

484

157
121
10, 27.0%

78.6%

982/2
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2月20日
Max 445人
Max 68.1%

6月27日
Min 24人
Min 3.9%

• 入院患者数は、直近で再増加。

• 入院患者の約６割が軽症者
2月4，5日

Max 7人
Max 16.7%

8月6日
Max 84.7%

8月9日
Max 800人



静岡県 無料検査の検査件数と陽性率(2021.12/24～2022.8/14)
（抗原定量検査を含む）
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静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（8/12～18）

全34,407人
（-4,462人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

政令市を含む全県

全年代で感染者数は減少。
４０歳代が１６％で最多。
２０歳代以下は約４０％。
３０歳代以下は約５０％。
４０歳代以下は約７０％。
６０歳以上は約２０％。
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（-628人, -1%）

（-346人, +-0%）

（-771人, +-0%）

（-513人, +-0%）

（-274人, +1%）

（-668人, +-0%）

（-726人, +-0%）

（-522人, +-0%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数（1/7～8/18)
政令市を含む全県

• 全年代で感染者の発生が減少
• ４０歳代以下では、1週間で100人に１人以上の感染が続く
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（人/週/人口10万）



静岡県 年代別 オミクロン株 既感染割合（1/1～8/16)
政令市を含む全県

• １０歳未満が、既にかかった人が最も多く、約１８％
• 年齢が高くなるにつれて既感染者割合は減少。
• 県全人口では、約９％の人がオミクロン株既感染。
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（既にかかった人の割合）



全６３６件中、高齢者施設が２３９件（３８％）で最多
次いで、学校・保育施設が１６９件（２７％）で多く、次に病院・クリニックが１１４件（１８％）

静岡県 感染者集団（クラスター）の種類と件数(1/8～8/18)

（件）

（11件） （1件）

（169件） （27件）

（239件） （45件）

（114件） （30件）
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政令市を含む全県



・県の３回接種率は、５０歳以上は８０％以上、４０歳代６０％台、３０,２０歳代は５０％台。

・１８,１９歳は４０％台、１２～１７歳は３０％台だが、２ﾎﾟｲﾝﾄ前後増加した。５～11歳の２回も２０％台となった。

・県の３回接種率を全国と比べると、各年代で全国より高い（０.４～４.９ﾎﾟｲﾝﾄ高い）。

県と国 コロナワクチン２,３回目年代別接種率 （8/15時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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３回接種率
２回接種率

８２.０％

９６.８％
９５.８％

緑数字は静岡県の

８９.５％

７８.４％

７０.７％６６.７％５６.２％

４９.５％

政令市を含む全県

（％）

（+2.2%）
（+1.6%）

（+0.7%） （+0.4%）（+0.3%）

（+0.3%）
（+0.1%）

（+0.1%）

（+0.2%） （+▲.◇%）は、前週からの増加分

（+0.4%）



ノババックス ワクチン３回目接種後の副反応頻度(8/15時点) 

（順天堂大学コロナワクチン研究事務局のデータ　及び　静岡県新型コロナ対策推進課調べ　より）

・ファイザーやモデルナワクチンの２回接種後、静岡県の大規模接種会場で３回目にノババックスワクチンを接種
した方へ副反応の状況を調査させていただき、４８６人に回答をいただいた時点（8/8）で結果をまとめた。

・４８６人のうち２回目後の副反応に比べ、３回目ノババックス後の副反応の方がつらかった人は１５人のみだった。

・ファイザーやモデルナの３回目接種後の副反応調査結果と比べて、ノババックス３回目は副反応が少なかった。
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岡山県の５～11歳の小児コロナワクチン接種後の副反応頻度

（岡山県・岡山大学　小児新型コロナウイルスワクチン接種後副反応調査最終報告より）

• ファイザー社の５～11歳の小児のコロナワクチンの副反応は、成人と比べて、特に２回目
接種後の発熱、だるさ、頭痛の発生頻度がかなり少なかった。

• 接種後に解熱鎮痛剤を使用する頻度は１割程度、学校等を欠席する頻度は５～９％。
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（７６９人）

（５１９人）



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 ６０歳以上(6/13～8/15)

（回）

本県の60歳以上の４回接種率は、
8月15日時点で３８.４％
直近７日間で1日約９千回接種
され、約４.１ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

（対象者約132.1万人）
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政令市を含む全県



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 全年代(6/13～8/15)

（回）

本県の全年代の４回接種率は、
8月15日時点で１４.６％
直近７日間で1日約９千回接種
され、約１.７ﾎﾟｲﾝﾄ上昇
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政令市を含む全県



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 １８～５９歳(6/13～8/15)

（回）

本県の１８～５９歳の４回接種率は、
8月8日時点で１.７０％
直近７日間で1日約1,400回接種
され、約０.５４ﾎﾟｲﾝﾄ上昇
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政令市を含む全県



・県の４回接種率は、６０歳以上で約３４％台、１８～５９歳で１.２％、全年代で１２.９％。

・県の４回接種率を全国と比べると、６０歳以上で全国より約３ﾎﾟｲﾝﾄ低い。

県と国 コロナワクチン４回目年代別接種率 （8/15時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県

４回接種率
３回接種率

本県の60歳以上 ＝４２.７（％）

（+0.5%）

（+4.1%）

（+1.7%）
（+▲.◇%）は、前週からの増加分



静岡県 年代別 ３回目接種率と人口10万人あたり１週間感染者数 （8/12～18） 

P18

（人/週/人口10万） 政令市を含む全県

３回目接種率が高い
年代ほど、その年代
からの感染者の発
生数は少ない傾向。



ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （8/12～18） 
政令市を除く県所管地域
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（人/週/人口10万）

（430,428人）

5,354人

（12,911人） （295,474人）

3,925人

（1,136,397人）

7,911人

（人口2,191,998人）

18,410人

２回接種者の
感染者発生数
を１とすると０.７８

０.９３

０.５２

３回接種により
感染者数は
４８％減

8月14日
時点人数

134人
8月12-18日
感染者数

（316,788人）

1,059人

０.２５

１

０.４８

４回接種により
感染者数は
５２％減



小児ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （8/12～18） 
政令市を除く県所管地域
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（人/週/人口10万）

（98,347人）

1,461人
8月12-18日
感染者数

（2,538人）

31人

（28,146人）

248人

（5-11歳人口129,031人）

1,740人

未接種者の
感染者発生数
を１とすると ０.８２

０.５９

２回接種により

感染者数は

４１％減

7月31日
時点人数



静岡県 コロナ第８波の年代別感染者の中等症以上発生率等(7/1～8/18)
• 全体での中等症以上の発生率は約０.７％、中等症Ⅱ約０.４％、重症０.０２％

• ７０歳以上の感染者の約６％は中等症以上、約３.５％は中等症Ⅱ以上

感染
者数 19,622人12,689人 17,667人 178,006人28,236人26,825人23,089人25,121人24,629人

人数（重症,中等症Ⅱ,中等症Ⅰ）
（1,8,16） （1,2,9） （0,3,4） （0,8,7） （2,8,13） （3,27,22）（3,54,39）

（22,642,430）

（32,752,540）

P21

0.10% 0.05% 0.03% 0.06% 0.08% 0.27% 0.76% 6.19% 0.74%
感染者のうち中等症以上になる％

政令市を含む全県
（肺炎で酸素使用）

（肺炎だが酸素不要）

（人工呼吸等）



静岡県 コロナ第８波の重症度別感染者の年代分布(7/1～8/18)
• 重症者計32人、70歳代以上22人、50歳代・60歳代各3人、40歳代2人、10歳代・10歳未満各1人。
• 中等症者、中等症Ⅱ者、中等症Ⅰ者の約80％が70歳以上で、重症者の約70％が70歳以上。

人数 540人752人1,292人32人 P22
政令市を含む全県



静岡県 新型コロナ第３波～第８波の死亡者数(～8/18)

（人） （人/日）

（％）

感染者数　3,975人 3,603人 17,289人 94,945人

％

％

％

％

人/日

人/日

人/日

人/日
人

人

人

人

P2357,596人

2020.11.16～2021.2.15
（92日間）

従来株主体
2021.4.1～6.30

（91日間）

アルファ株主体
2021.7.1～9.30

（92日間）

デルタ株主体
2022.1.1～3.31

（90日間）

オミクロンBA.1株主体

（91日間）
2022.4.1～6.30

BA.2株主体

％

人
人/日

政令市を含む全県

（47日間）
2022.7.1～8.16時点

BA.5株主体

163,838人

人/日

％

人７月 27人
８月118人
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静岡県　救急出動件数と搬送困難事案件数（6/27～8/14）
• ８月２週の救急出動件数は、昨年より約1,000件多い。

• ８月２週の搬送困難事案は、前週より減ったが昨年より５２件多く、うち約６割はコロナ関連である。

6/27～ 7/4～ 7/11～ 7/18～ 7/25～ 8/8～8/1～



静岡県コロナ受入病院の一般病床使用率の状況（1/23～8/11）

回答
病院数 34, 34, 36, 37, 35, 37, 37,

P25

41,

• 一般病床使用率が高い病院は減っているのは、医師・看護師の休職で通常の受入ができないため。

35, 37, 41, 38, 35, 36, 31,34, 35, 37, 36,



静岡県　コロナ受入病院の休職者の状況（1/23～8/11） P26

回答
病院数

• コロナ感染及び濃厚接触による休職医師・
看護師の数は、コロナの感染拡大に伴い７
月以降急増し、過去最多の600人台が続く。

• ８月11日時点で休職者最多の医療機関では
52人が休職中。

（人）

35,37,35, 35,37, 41,41, 38,34, 36, 37,34, 35, 37,37, 31, 36, 38, 37,



静岡市両替町の人流の状況 （8/18時点） 

まん延防止

P27

静岡市両替町の21時の人流は、2021年
7月1日を100として、8月18日までの1週
間は平均94であり、最近の最高値である
6月26日～7月2日の週の125より約２割
低下しているが、直近はやや増加か。



静岡県　掛川駅,沼津駅,静岡駅,浜松駅,富士市吉原の人流の状況 （8/13時点） 

P28まん延防止

静岡県内主要歓楽街の２０～２２時
や２２～２４時の人流は、まん延防止
等重点措置中に比べて、１.５倍以上
多く、最近増加後、減少している。



静岡県　コロナ患者入院受入病床と入院状況（8/19時点）

２５５人
入院 ９２床

９２人
入院

コロナ患者受入病院　【空床確保有り】
（重点医療機関等　５１病院）

受入病院
以外の病院
(空床確保無し)

最大確保病床　７６３床

その日の確保病床　７２７床
確保病床以外の

一般病床　２５５床

P29

５１７人
入院

即応病床数
９８２床

受入病院入院患者数　
７７２人



静岡県　コロナ患者入院受入病床と入院状況（8/19時点）

２５５人
入院 ９２床

９２人
入院

コロナ患者受入病院　【空床確保有り】
（重点医療機関等　５１病院）

受入病院
以外の病院
(空床確保無し)

最大確保病床　７６３床

その日の確保病床　７２７床
確保病床以外の

一般病床　２５５床

P30

５１７人
入院

即応病床数
９８２床

受入病院入院患者数　
７７２人

７７２人
９８２床

=７８.６％

即応病床
使用率

７７２人
７２７床

=１０６.２％

確保病床
使用率



静岡県　病床使用率いろいろ（8/19時点）

P31※　国へは毎日報告するが、分子はその日の確保病床への入院患者数、
　　分母は直近火曜日の最大確保病床数で金曜日から翌週木曜日までは固定 赤枠を日々公表

　　　　　　　病床いろいろ

病床数とその入院数

コロナ受入病院
の最大確保病床
（県と受入病院の

書面合意病床
数）

コロナ受入病院
のその日の確保

病床

コロナ受入病院
のその日の確保
病床以外のコロ
ナ患者入院病床

コロナ受入病院
の即応病床

（＝その日の確
保病床数＋それ
以外のコロナ患
者入院病床）

コロナ受入病院
以外のコロナ患

者入院病床

県内全入院病床
（＝その日の確
保病床＋その日
の確保病床以外
のコロナ受入病
院入院病床＋コ
ロナ受入病院

以外のコロナ患
者入院病床）

病床数 763 727 255 982 92 1074
その病床への入院患者数 ― 517 255 772 92 864

A-B 入院患者数B 入院患者数A 入院患者数C A+C

　　　病床使用率いろいろ

率の分子分母と値

コロナ受入病院
の確保病床の使

用率
（国へ報告するも

の※）

コロナ受入病院
のその日の確保
病床の使用率

コロナ受入病院
の最大確保病床
数から見た病床

使用率

コロナ受入病院
の即応病床数か

ら見た使用率
(従来の病床占有

率）

コロナ受入病院
のその日の確保
病床病床数から

見た使用率

県内全入院患者
数をその日の確
保病床数から見

た使用率

分子 517 517 772 772 772 864
分母 763 727 763 982 727 727

使用率 67.8% 71.1% 101.2% 78.6% 106.2% 118.8%



日本の季節性インフルエンザの流行状況（8/14 第32週時点） 

P32

《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

• 2017-18シーズン、2018-19シーズンは大
きな流行があった。

• 2019-20シーズンは、2020年１月からコロ
ナの感染対策が始まったため、インフル
エンザの流行は拡大せず漸減した。

• 2020-21シーズンと、現時点までの2021-
22シーズンは、明らかな流行開始は認め
られない。

（件数）



日本の季節性インフルエンザの流行状況（8/14時点）　【１,０００倍拡大】 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

直近1週間は１１１件
　福岡県　  26件
　沖縄県　  22件
　東京都　  13件
　愛知県　　 9件
　神奈川県　 4件
　静岡県　 　0件

（件数）



増加 要因 減少 要因

マスク無しで会話する
時間×相手人数

換気
減増

エアコンで
閉めきり

２ ５



現状；医療側は、医療体制維持に最大限努力
していますが、外来の制限、入院・手術の延
期等、通常診療への支障が出始めています

【県民のみなさまへお願い】
今、病気やケガをすると通常の医療を受けら
れない可能性がとても高まっています
熱中症や水・山の事故、交通事故等は注意し
て予防していただき、持病のある方は悪化し
ないよう内服治療の継続等をお願いします





発熱,カゼ症状に加えて注意すべき状態のどれ
かがある場合には医療機関に受診の相談を！

① １歳未満（6５歳以上）
② 通院中の病気がある（基礎疾患がある）
③ ぐったりしている
④ げりやおうとがあり、おしっこが少ない
⑤ けいれんした、ぼーっとして反応がない
⑥ 呼吸が速い、息が苦しそう、息苦しく動けず
⑦ 顔色が悪い（白い、青い）


